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第2章では、本論が仮定する理論的枠組みを提示する。まず、主として Sagand Wasow (1999)に基づき、本論












































































































て、この AFFECTEDという関数により動詞の自他交替や複合動調の合成の現象を説明してL、く o また、その際、
動詞の意味記述に複合的な事象構造と主事象という概念を導入する。
その上で、日本語の「押し出す、運び出す」といった移動の意味を持った語葉的複合動詞を分析対照とする。まず
単独の「出すJr出る」の LCSを確定し、その過程でそこに単なる自他の区別ではなく、使役・再帰・受動といった
ヴォイス交替が絡んでいることを明らかにするo次に、詳しく複合動調を分析して、いくつかの制約を提案している。
最後に「教わる」といった着点主語を取る動調、「見つかる」という被影響者を主語に取る動詞、さらには被害受身
などの分析にも AFFECTED関数を用いることで統一的な分析を与えることが出来ることが示される。
本論文は、その理論的立場と主張が明確であり、理論言語学における統語論偏重から語嚢論重視へという流れの中
で展開されてきた枠組みを良く消化した上で、日本語の複合動詞などの現象の分析を通して、理論的な貢献をするこ
とを目指しているo 興味深い言語事実をよく整理して詳しく分析しており、その実証的態度と手堅い理論的再編成に
は好感が持てる。もちろん、分析の中には一部問題点を指摘できる部分もあるし、提案の中心である AFFECTED
という関数の性格およびその有効性をさらに確実なものにする必要がある。またさらに多くの言語現象による検証や、
日本語以外の言語による検証によって、提案されている理論全体の有効性を高めて行く必要もあるo しかし全体とし
て、現象分析および理論の両面に於いて語嚢意味論と日本語研究に対する貢献は明かであり、今後の発展を予想させ
る好論文である。
よって、本審査委員会は本論文を博士(言語文化)の学位を授与するのに十分ふさわしいものであると認定する D
-1016 -
